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ちひろ美術館の歩み
私たちの美術館は、今日、世界ではじめての絵本の専門美術館とい
われますが、ちひろ美術館の40年余りを振り返りますと、今回の受
賞を含め、創設の時代に比べて、美術館、博物館の世界も、世の中
が大きく変化してきたことを実感しています。



いわさき ちひろ（1918－1974）

「世界中のこども みんなに平和としあわせを」



ちひろ美術館の誕生まで
「世界中のこども みんなに平和としあわせを」という言葉を残し、
子どもを描きつづけた画家で、その最後の作品は、ベトナム戦争の
終結を願って描いた『戦火のなかの子どもたち』という絵本です。

画家の死後、遺族は、人々が望むのであれば、ちひろの作品を家族
だけのものにするのでなく、多くの人に見てもらいたいと考え、そ
の全遺作と著作権、資産の一部を寄贈して、1976年に財団法人いわ
さきちひろ記念事業団（平成25年に公益財団法人に認定）を設立し
ました。ちひろ美術館建設の報に、全国から多くの人たちの励まし
や期待の声やご寄付が寄せられ、1977年にいわさきちひろ絵本美術
館が開館しました。

当時は、まだ絵本のための絵が、美術作品だと考えられていなかっ
た、美術品として扱われていなかった時代。美術館での絵本原画展
は一般的ではなく、わずかに先進的な動きとしては、1976年に西宮
大谷美術館が公立美術館としてははじめて絵本原画展に取り組まれ
たということがありました。



花のなかの子どもたち



母の日



焔のなかの母と子 （絵本『戦火のなかの子どもたち』より）



いわさきちひろ絵本美術館 建設資金募集のおねがい



ちひろ美術館の誕生
「世界中のこども みんなに平和としあわせを」というちひろの願い
とその作品を後世に伝えたいと考える小さな財団の美術館は、ちひ
ろだけでなく、国内外の絵本の美術を対象として捉え、

「絵本を中心とする文化全体の民主的多面的な発展に寄与」し、

「散逸しやすい絵本原画の収集・保管・研究・公開」を目的に掲げ
て、活動をスタートしました。

そして、東京館が開館して20周年にあたる1997年に、長野県の安
曇野に安曇野ちひろ美術館を開館し、現在は、2つの美術館で、活
動をしています。

美術の主流にはあまり位置づけられることのない絵本に取り組んだ
先駆性と40年余の地道な活動が、この度の受賞に繋がったのであれ
ば、一層、誇らしいものがあります。



 

いわさきちひろ絵本美術館(現、ちひろ美術館・東京） 1977～



15000坪の公園のなかにある
安曇野ちひろ美術館 1997～

全面建て替えを行った
現在のちひろ美術館・東京 2002～



コレクションと展示
現在、当館には、

世界35の国と地域、210人の画家の27,450点のコレクション(2021
年3月現在)を所蔵し、

ちひろの展覧会をはじめ、国内外の絵本画家の展覧会や、時代時代
で変化する絵本の表現を定点観測的に捉える展覧会にも取り組んで
きました。

日本は今日、30近い絵本美術館があり、板橋区立美術館での「ボ
ローニャ国際絵本原画展」をはじめ、公立美術館からギャラリーま
でさまざまな場で、年間400を超える大小の絵本原画展が開催され
る、世界的にも稀有な国です。



（2021年3月31日現在）

『ちひろ美術館の40年」より

世界の絵本原画コレクション
世界35の国と地域、210人の画家、27,450点



開催してきたさまざまな展覧会



開催してきたさまざまな展覧会



開催してきたさまざまな展覧会



教育活動､普及･支援活動､国際交流
私たち、ちひろ美術館は、絵本を「人が初めて出会う美術、文学」
であり、「0歳から100歳を超える人までが楽しめる文化財」であり、
そして、「言語の違い、文化の違いを超えて、誰もが楽しめる文化
財」と考えています。そうした絵本の文化を通じての教育活動、絵
本文化の普及・支援の活動、国際交流等も行っています。



教育活動＠東京
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教育活動@安曇野



中学生ボランティアの活動＠安曇野

教育活動の一つとして、安曇野館で2002年以来、20年近く続けて
きた「中学生ボランティア」。

地元、松川村の全校300人の中学校の半数以上が登録して、毎夏休
みに参加してくれています。

中学生は基本研修を受け、インストラクターとして、来館者に「ち
ひろの水彩技法のワークショップ」や「絵本の読み聞かせ」、「館
内ツアー」「バックヤードツアー」のガイドや、「展示案内」等を
行います。



ー中学生ボランティアー
2002年~

いわさきちひろの作品解説と水彩技法体験



絵本の読み聞かせ



館内・バックヤードを巡るツアーと作品紹介



普及・支援の連携活動
ファースト・ミュージアム
絵本は「人が初めて出会う美術であり、文学」とお話しましたが、
そうした意味からも、私たちは、人々、子どもたちにとっての
「ファースト・ミュージアム」でありたいと考え、あかちゃんを対
象とする活動も積極的に行ってきました。

また、美術館に来館することが難しい、病院で過ごす子どもたちや
大人の人たちに楽しんでもらおうと取り組んでいる「院内展示」の
様子です。



わらべうたあそびの会

あかちゃんのための鑑賞会

絵本文化の普及・支援 連携活動@東京



絵本との出会いの時間@保健センター

ファースト・ミュージアムデー
（あかちゃんと絵本を見る活動）

絵本文化の普及・支援 連携活動＠安曇野



普及・支援の連携活動 院内展示

東京女子医科大学病院

聖路加国際病院

長野県立こども病院

埼玉医科大学
総合周産期母子医療センター

国立成育医療研究センター

同センター内
子どもホスピス「もみじの家」



普及・支援の連携活動
地域連携でのトットちゃん広場
美術館や博物館は、さまざまな異なる価値観が集まる場とあります
が、さまざまな分野で生きる人たちが、出会い交流し、新たな文化
を生む場、そうした機会を提供する場でもあると思います。

こうした試みのひとつとして取組んだのが、村や地域のさまざまな
人たちと協働して2016年に安曇野ちひろ美術館をとりまく公園に生
まれた、『窓ぎわのトットちゃん』の電車の教室や図書室を再現し
たトットちゃん広場の活動です。

ここは、無料空間で誰でも自由に楽しめる空間です。

そこでは、第一次基幹産業である同地のさまざまな人たちが関り、
農業体験や運動会、肝だめしなど、たくさんの活動が行われる場に
育ってきています。



トットちゃん広場
＠松川村・安曇野ちひろ公園

2016.7.23~



トットちゃんの電車の図書室



トットちゃんの電車の教室



地域との連携活動 電車の教室の椅子や机を制作してくれたのは、隣町の池田工業高校の生徒たち



地域との連携活動
開園に向け計画を練る地元･松川村の

トットちゃん広場サポート隊



地域との連携活動

飯盒炊さん
と

リンゴの摘み取り



地域ｔの連携活動
田植えから 稲刈りまで



国際交流
ちひろ美術館では、欧米のだけでなく、近年は、特に韓国、中国、
台湾、ベトナム、インド、インドネシア、タイ、シンガポール等、
アジアの国々との交流を深めてきました。各国での、いわさきちひ
ろや日本の絵本の展覧会や、関連のワークショップやシンポジウム
等さまざまな活動を行うとともに、各国からも絵本、絵本美術館に
関する研修の受け入れきました。さまざまな国の仲間が手を繋ぎ、
理解し合うことは、私たちの平和な未来に繋がることを、強く感じ
る活動です。



ベトナムでの「いわさきちひろ展 」 2006

韓国・金海芸術の殿堂（上）と済州現代美術館での「いわさきちひろ展」 2010-2011

国際交流



台湾国立歴史博物館での「童・楽 いわさきちひろ原画展」2018



研修生の受け入れ

（韓国の絵本作家のグループ）

作品保存の研修

松川村の子どもたちの
ワークショップ



2020年コロナ禍での活動
しかし、100年に一度と言わされるパンデミックにみまわれた昨年
は、多くの館と同様に、臨時休館を余儀なくされ、計画していた活
動も中止、延期を行うなど、初めての経験をしました。

それでも、世界的な感染拡大で、人と人、国と国を分断する動きが
加速していると言われるなか、私たちに美術館は何ができるか？と
いうことを改めて問いつづけた一年。

大人も子どももみなが不安で先が見えないような気持の日々でも、
ほっとしたり、元気が出たり、何より、未来への希望が感じられる
活動をしたい！しよう！と、オンラインでの活動にも挑戦。

SNSでの配信やオンライン・ツアーにも取り組み、

海外の人々とは、韓国やシンガポールではオンライン展覧会の開催
や、シンポジウム等で繋がり、また、第1回日本博物館賞の受賞を
受けて、国際博物館協会の提携機関であるBest in Heritageのオン
ラインでの世界大会にも参加させていただき、世界に向けて当財
団・美術館の理念や事業を伝える機会にも恵まれました。



2020年度 オンラインによる教育活動・普及活動

12月20日

あかちゃん・子どものためのオンライン鑑賞会＠東京

2021年2月13日
オンラインツアーの開催＠両館



2021年2月10日～3月31日
アーカイブ動画の製作とオンライン有料配信
（文化庁委託事業文化芸術収益力強化事業）

東京館

安曇野館

2020年度 オンラインによる教育活動・普及活動



2020年度 オンラインによる国際交流

10月7日～11月30日
韓国におけるオンライン展覧会の開催

6月6日
アジア子どものコンテンツフェスティバル(AFCC)

オンライン展覧会のためのシンポジウム



2020年度 オンラインによる国際交流

9月～ Best in Heritage のオンライン世界大会でのプレゼンテーション



ただ今、未来に向けて、夢プロジェクト進行中！

2021年度



未来にむけて！
今、安曇野では、感染予防で制約の多い中ではありますが、出前授
業や屋外でのワークショップ、webによるワークショップに取組み、
「夢プロジェクト」と題して、地元の子どもたちをはじめ、参加可
能な各地の人たちに「ちひろの水彩技法をいかしたオーナメント」
を作って、そこに一人一人の夢を書いてもらう活動を行っています。

今こそ、美術館や博物館が人びとを励まし、時に慰め、明日への元
気を培っていく場として、その役割が求められていることを確信し、
止まることなく歩んでいきたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

ありがとうございます。


